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家
庭
裁
判

所
で
は
、
罪

を
犯
し
た
少

年
に
対
し
て

適
切
な
処
分

を
選
択
す
る
た
め
、
少
年
審
判
を
行
っ
て

い
ま
す
。

少
年
事
件
で
は
、
成
人
と
比
較
し
て
、

法
律
上
多
様
な
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

少
年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
が
社
会
の
耳
目

を
集
め
て
い
る
中
、
少
年
を
成
人
と
別
に

扱
う
こ
と
に
違
和
感
を
も
つ
方
も
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
異
な

る
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
、

少
年
の
可か

塑そ

性
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
少
年
は
人
格
の
発
展
途
上
に

あ
り
、
教
育
的
可
能
性
に
富
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
指
導
や
教
育
に
よ
っ
て
再

非
行
を
防
止
す
れ
ば
、
社
会
に
と
っ
て
も

将
来
に
わ
た
っ
て
犯
罪
者
が
少
な
く
な
る

と
い
う
意
味
で
利
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

裁
判
官
と
し
て
少
年
と
向
き
合
っ
て
い

る
と
、
最
初
は
自
分
が
捕
ま
っ
た
こ
と
へ

の
後
悔
し
か
話
さ
な
か
っ
た
少
年
が
、
次

少
年
審
判
と
家
庭
裁
判
所

第
に
被
害
者
の
気
持
ち
、家
族
の
気
持
ち
、

自
分
の
弱
さ
を
振
り
返
る
よ
う
に
な
り
、

短
期
間
で
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
少
年
は
、
家
庭

裁
判
所
の
審
判
を
受
け
る
時
、
立
ち
直
り

立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
と
の
意
欲
を
も

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
審
判
を
終
え
、
社
会
に
戻
っ
た

少
年
の
中
に
は
、
家
庭
環
境
に
問
題
が
あ

る
た
め
に
、
モ
デ
ル
と
な
る
大
人
が
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
や
学

校
等
の
生
活
基
盤
が
な
い
た
め
に
、従
前
、

と
も
に
非
行
を
繰
り
返
し
て
き
た
友
人
か

ら
の
誘
い
に
同
調
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、難
し
い
環
境
の
中
、

立
ち
直
っ
て
い
く
少
年
も
い
ま
す
し
、
本

人
の
意
識
と
努
力
が
最
も
重
要
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
人
で
の
立
ち
直
り
は
大
変
な

こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
少
年
に
対
す
る
家
庭
裁
判

所
の
処
分
の
一
つ
が
保
護
観
察
で
す
。
保

護
観
察
で
は
、
少
年
に
社
会
の
中
で
生
活

さ
せ
な
が
ら
、
保
護
観
察
官
や
保
護
司
に

よ
る
指
導
監
督
を
受
け
さ
せ
、
改
善
更
生

を
図
り
ま
す
。
中
に
は
、
保
護
司
と
の
面

接
を
続
け
る
う
ち
、
学
校
に
適
応
で
き
ず

松
江
地
方
裁
判
所　

判
事
補　
　

松

岡

祐

美

反
抗
的
な
態
度
し
か
と
れ
な
か
っ
た
少
年

が
素
直
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
や
、
無
職
の

少
年
が
保
護
司
の
協
力
に
よ
り
仕
事
を
始

め
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
少
年
の
立
ち
直
り
に
直
接
つ
な
が
る

上
に
、
社
会
が
罪
を
犯
し
た
少
年
を
阻
害

し
て
お
ら
ず
、
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
た
ち

さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
狭
い
世
界
の

中
で
非
行
に
陥
っ
た
少
年
に
と
っ
て
、
自

分
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
再
認
識
さ
せ

る
こ
と
は
、
二
度
と
非
行
を
し
な
い
気
持

ち
を
確
固
た
る
も
の
に
し
ま
す
。

私
も
審
判
に
お
い
て
は
、少
年
に
対
し
、

自
分
の
し
た
こ
と
の
重
大
さ
や
自
分
の
問

題
点
を
理
解
さ
せ
反
省
を
深
め
る
よ
う
働

き
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
全
て
が

終
わ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん

罪
を
犯
し
た
少
年
を
、
非
行
少
年
で
あ
る

と
見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
少
年
の
居
場
所

で
あ
る
べ
き
社
会
が
寄
り
添
う
こ
と
は
、

再
非
行
防
止
の
た
め
に
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
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①  

広
報
車
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

②  

標
語
の
募
集

　

 

対
象

：

小
学
生
、
中
学
生
、
一
般

③ 

作
文
の
募
集

　

 

対
象

：

小
学
生
、
中
学
生

④  

ミ
ニ
集
会
の
開
催
等
地
域
と
の
連

携
・
協
働
活
動
の
推
進

⑤  

中
学
生
と
の
対
話
集
会
や
講
演
会

の
開
催

⑥ 

市
民
啓
発
講
演
会
の
開
催

出
雲
地
区
保
護
司
会
で
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
の
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

達
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は｢

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る｣

趣
旨
に
基
づ
い
て
、

法
務
大
臣
が
国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
首
長
に
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

●

 

●

 

●

 

●

 

●

 

●

 

●

 

●

と　

き　

七
月
二
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時

と
こ
ろ　

出
雲
市
役
所　

一
Ｆ

　
　
　
　

く
に
び
き
大
ホ
ー
ル

伝
達
者　

出
雲
地
区
保
護
司
会
会
長

受
託
者　

出
雲
市
長

参
加
者　

 

一
般
市
民
、
保
護
司
、
更
生

保
護
女
性
会
会
員
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
会
員
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
会
員
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
少
年
補
導
員
、
出

雲
警
察
署
他

平成23年出雲市メッセージ伝達式

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

出
雲
地
区
保
護
司
会
の

そ
の
他
の
取
組

趣　　旨

すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を
築くため、“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支え
る地域のチカラ～として、次の活動を推進する。

強調月間
 7 月を“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える
地域のチカラ～強調月間とする。

行動目標
①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう
③これらの点について、地域社会の理解が得られるよう協力しよう

重点事項
「立ち直りを支える取組についての理解促進」
「就労・住居等の生活基盤づくりにつながる取組の推進」

第62回 社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

主唱：法務省

「社会を明るくする運動」は地域みんなの運動
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、「
犯
罪
の

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
」「
青
少
年
の
非
行
防
止
」
が
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
の
部

● 

応
募
資
格

　

出
雲
市
内
に
居
住
す
る
方

● 

募
集
方
法

　

一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
、
未
発
表

の
も
の
で
、
用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品

に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

提
出
先

　

市
役
所
・
各
支
所
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
・
郵
便
局
・
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
投
稿

箱
に
入
れ
て
い
た
だ
く
か
、
出
雲
更
正

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
出
雲
地
区

保
護
司
会
）
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●  

募
集
期
間

　

七
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

● 

表　
　

彰

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　

※
最
優
秀
賞　

一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

※
優
秀
賞　

五
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

※
佳　
　

作　

十
点
（
賞
状
・
副
賞
）

小
学
生
・
中
学
生
の
部

●  

応
募
資
格

　

出
雲
市
内
の
小
学
生
・
中
学
生

●  

募
集
方
法

　

一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
、
未
発
表
の

も
の
で
、用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品
に
は

住
所
・
学
校
名
・
学
年
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

● 

提
出
先

　

各
学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
間

　

夏
休
み
期
間
中

● 

表　
　

彰

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　

※
最
優
秀
賞　

一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

※
優
秀
賞　

二
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

※
佳　
　

作　

十
点
（
賞
状
・
副
賞
）

●  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
小
・
中
学
校
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主　

催

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
島
根
県
推
進

委
員
会

後　

援

島
根
県
小
学
校
長
会
・
島
根
県
中
学
校
長

会
・
島
根
県
保
護
司
会
連
合
会
・
更
生
保

護
法
人
島
根
県
更
生
保
護
観
察
協
会
・
島

根
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
・
島
根
県
Ｂ
Ｂ

Ｓ
連
盟
・
山
陰
中
央
新
報
社

応
募
規
定

● 

応
募
資
格

島
根
県
内
の
小
学
生
及
び
中
学
生

● 

テ
ー
マ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、
日
常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や

非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
題
材
と
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

● 

原
稿
枚
数

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
〜
五
枚
程
度

● 

応
募
先

出
雲
地
区
保
護
司
会
（
学
校
を
通
じ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

● 

募
集
締
切
日

九
月
十
日（
月
）

● 

そ
の
他

応
募
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
応
募
に
当
た
っ
て
は
、題

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

選　

考

島
根
県
推
進
委
員
会
に
優
秀
作
品
を
推

薦
し
、
審
査
の
う
え
入
賞
作
品
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、入
賞
作
品
の
中
か
ら
小
学

生
の
部
・
中
学
生
の
部
の
各
三
点
以
内
を

選
考
し
、
同
中
央
推
進
委
員
会
（
法
務
省
）

に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
・
学
校
生
活
や
地
域

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
運
動
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎ 

標
語
・
作
文
の
入
選
作
品
は
十
二
月

に
発
行
す
る
保
護
司
会
だ
よ
り
に
掲

載
し
ま
す
。

◎ 

問
合
せ
先

　

出
雲
更
正
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）

出
雲
市
小
山
町
五
五
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

二
二
│
七
一
九
〇
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出雲更生保護
サポートセンター

出雲更生保護サポートセンターの開所日
●開 所 日：月曜日～金曜日（但し、祝日・年末年始等は除く。）
●開所時間：午前9時～午後4時
●電　　話：0853-22-7190　FAX：0853-22-7191

出雲地区保護司会では本年4月2日、法務省の指定を受けて出
雲更生保護サポートセンターを開設しました。5月14日には、
ニューウェルシティ出雲を会場に、関係機関や関係団体の皆さ
まの他、出雲地区保護司会会員出席のもと、同サポートセンタ
ーの開所式を行い、出雲地域における更生保護活動の一層の推
進を誓いあいました。

今
般
、
国
の
施
策
で
あ
る
「
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
設
置

の
指
定
を
受
け
、喜
び
に
た
え
ま
せ

ん
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
松
江
保
護
観

察
所
の
ご
指
導
ご
支
援
の
賜
物
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
六
月
一
日『
犯
罪
者

予
防
更
生
法
』
と
『
執
行
猶
予
者

保
護
観
察
法
』
が
整
理
・
統
合
さ

れ
、更
生
保
護
制
度
を
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くか
ら
強
き
ょ
う

靭じ
ん

な
も
の
へ
と
の
思
い
で
、
新
た
に

『
更
生
保
護
法
』
が
制
定
、
全
面
施

行
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
法
に
よ

り
、私
た
ち
の
保
護
司
組
織
の
基
盤

整
備
が
進
め
ら
れ
、さ
ら
に
保
護
司

活
動
の
充
実
強
化
の
中
で
、組
織
の

拠
点
づ
く
り
構
想
が
提
唱
さ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

時
同
じ
く
し
て「
出
雲
地
区
保
護

司
会
」
も
、往
時
は
事
務
局
長
等
個

人
宅
に
事
務
所
を
設
置
し
て
い
ま

し
た
が
、業
務
の
多
様
化
や
個
人
宅

で
の
対
象
者
の
面
接
な
ど
、時
代
の

流
れ
と
と
も
に
負
担
を
感
じ
、苦
慮

す
る
状
況
に
至
り
ま
し
た
。そ
う
し

た
現
状
を
鑑
み
て
、地
区
組
織
の
事

務
所
を
構
え
る
必
要
性
を
感
じ
、地

区
会
保
護
司
各
位
の
賛
同
を
得
て
、

事
務
室
と
会
議
室
を
構
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
拠
点
を
充
分
に
活
用
し
、保

護
司
の
集
い
の
場
と
し
て
、
互
い
の

悩
み
の
相
談
や
、相
互
の
活
動
状
況

な
ど
の
情
報
交
換
と
自
己
研
鑽
の

場
と
な
れ
ば
と
勧
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
更
生
保
護
女
性
会
・

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
・
協
力
事
業
主
会
な
ど
、

更
生
保
護
に
携
わ
っ
て
い
る
関
係

各
種
団
体
の
皆
様
方
の
ほ
か
、地
域

の
方
々
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、ま
さ
に
出
雲
地
域
に
お
け
る

「
更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
拠

点
と
し
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。機

こ
こ
に
熟
し
、国
の
施
策
と
し

て
「
地
域
処
遇
会
議
」
の
推
進
策
と

し
て
「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
が
提
唱
さ
れ
、昨
年
は

松
江
地
区
保
護
司
会
が
、さ
ら
に
本

年
は
、出
雲
地
区
保
護
司
会
が
指
定

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す

で
に
事
務
所
を
構
え
て
い
る
当
地

区
会
と
し
て
は
、公
的
認
証
を
得
て

大
変
喜
ば
し
く
存
じ
て
い
ま
す
。

こ
の「
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
出
雲
地
域
に
お
け
る

更
生
保
護
活
動
の
拠
点
と
し
て
、出

雲
市
を
は
じ
め
、
警
察
・
学
校
・
社

会
福
祉
協
議
会
・
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
諸

団
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、各
方
面

組
織
と
の
密
接
な
連
携
と
絆
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の

上
な
い
幸
せ
と
存
じ
ま
す
。

「
連
携
」
と
は
、
双
方
向
の
協
力

関
係
の
こ
と
で
あ
り
、
一
方
的
な
支

援
を
期
待
す
る
だ
け
で
は
、関
係
強

化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
更
生
保
護
事
業
・
保
護
司

活
動
の
認
知
度
を
あ
げ
る
上
で
も
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
活
用
・
充
実
が
望

ま
れ
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
も
複
雑
多
様
化
し
、

保
護
司
の
保
護
観
察
対
象
者
へ
の

指
導
措
置
も
難
し
く
な
っ
て
き
た

昨
今
、
保
護
司
間
の

連
携
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
、
安
心
安
全

な
地
域
社
会
を
築

く
、
犯
罪
予
防
活
動

の
拠
点
と
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
く

存
じ
ま
す
。ど
う
か
、

関
係
各
位
の
さ
ら
な

る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

出雲更生保護
サポートセンター

「
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

開
所
に
あ
た
っ
て

出
雲
地
区
保
護
司
会
会
長　

坂

本

圭

祥

開

設
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「出雲地区協力事業主会」への参加呼び掛け「出雲地区協力事業主会」への参加呼び掛け

「
出
雲
地
区
協
力
事
業
主
会
」

と
は
、
更
生
保
護
の
協
力
組
織
と

し
て
保
護
観
察
及
び
更
生
緊
急

保
護
の
対
象
者
の
更
生
の
援
助

を
は
じ
め
、
更
生
保
護
事
業
の
充

実
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
出
雲
市
及
び
旧
斐
川

町
内
の
事
業
所
十
社
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
平
成
十
八
年
三
月

六
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
た
ち

が
ど
ん
な
に
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
も
、
社
会
の
偏
見
や
冷
た
い
視

線
の
中
で
は
、
再
び
罪
や
非
行
に

陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
が
人
と
し
て
よ
り
良
く
生

き
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
社
会

の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
犯
罪
や

非
行
歴
の
あ
る
人
た
ち
を
差
別

す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
雇
用

し
、
そ
の
更
生
を
支
援
す
る
協
力

事
業
主
は
、
今
年
四
月
一
日
現
在

（
速
報
値
）
全
国
に
九
千
九
百
五

十
三
人
、
島
根
県
で
は
五
十
三
人

の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

就
労
は
、
規
則
正
し
い
生
活
の

中
心
と
な
る
も
の
だ
け
に
、
単
に

雇
用
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
人
た
ち
の
心
情
を
も
よ
く

理
解
し
て
、
時
に
激
励
し
、
時
に

は
指
導
し
、
そ
う
し
て
安
定
し
た

職
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

の
も
協
力
事
業
主
の
方
で
あ
り
、

更
生
保
護
の
大
切
な
サ
ポ
ー
タ

ー
で
す
。

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

は
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
る

就
職
も
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。
立
ち
直
ろ
う
と

す
る
人
た
ち
が
就
労
の
場
を
得

る
こ
と
は
更
生
の
第
一
歩
で
す
。

罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
た
ち
に

対
し
就
労
の
場
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
主
の
方
々
を
求

め
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
賜
り
、
協

力
事
業
主
と
し
て
私
た
ち
と
共

に
手
を
携
え
て
更
生
保
護
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
事
業
主

の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
お
力
添
え

を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

協
力
い
た
だ
け
る
方
や
、
内
容

を
詳
し
く
お
聞
き
に
な
り
た
い

事
業
主
の
方
は
、
出
雲
更
生
保
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
出
雲
地
区

保
護
司
会
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

犯
罪
や
非
行
を
し
た
少
年
た
ち
の
立

ち
直
り
を
理
解
し
、
支
援
す
る
た
め
に

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に
併
せ
て

作
製
さ
れ
た
広
報
用
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
あ
り
ま
す
。青
少
年
問
題
を
考
え
る
集

い
な
ど
へ
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

貸
出
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、お
近
く

の
保
護
司
又
は
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
保
護
司
会
事
務
局
）
ま
で

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
の
題
名
な
ど

・
君
は　

一
人
じ
ゃ
な
い 

三
十
分

・
お
は
よ
う　

そ
し
て
あ
り
が
と
う

 

三
十
分

・
お
や
じ
の
ひ
と
こ
と 

三
十
分

・
ク
ラ
ス
メ
ー
ト 

三
十
分

・
ｗ
ａ
ｌ
ｋ　

ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

　
　

一
緒
に
歩
い
て
い
こ
う 

三
十
分

・
二
つ
の
道
（
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
） 

三
十
分

・
心
の
リ
レ
ー
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
） 

三
十
分

・
心
の
家
路
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
） 

三
十
分

・
ボ
ク
の
居
場
所
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
） 

三
十
分

（
こ
の
他
に
更
生
保
護
活
動
に
関
す
る

も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。）

作
品
紹
介

「
君
は　

一
人
じ
ゃ
な
い
」

̶

あ
ら
す
じ
ー

度
重
な
る
非
行
で
保
護
観
察
処
分

と
な
っ
た
奈
津
美
…
。
保
護
司
の
提

案
で
、
地
域
で
面
倒
見
の
良
さ
で
知

ら
れ
て
い
る
食
堂
の
女
主
人
・
き
み

の
も
と
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、

遠
慮
な
く
も
の
を
言
う
き
み
と
反
抗

的
な
態
度
の
奈
津
美
は
、
当
初
か
ら

衝
突
を
繰
り
返
す
。
…
そ
ん
な
あ
る

日
、
店
の
裏
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

た
奈
津
美
を
見
た
き
み
は
、
思
わ
ず

奈
津
美
の
頬
を
張
っ
た
…

広
報
ビ
デ
オ
等
の
貸
出
し
の
お
知
ら
せ

広
報
ビ
デ
オ
等
の
貸
出
し
の
お
知
ら
せ

広
報
ビ
デ
オ
等
の
貸
出
し
の
お
知
ら
せ

本
作
品
は
、
保
護
観
察
中
の
少
女
と

地
域
の
人
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
て

い
ま
す
。
罪
を
犯
し
た
り
非
行
を
し
た

人
た
ち
が
更
生
す
る
た
め
に
は
、
自
分

を
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
や
場
所
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、私
た
ち
一
人
ひ
と

り
は
何
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
何
を
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
作
品

が
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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昨
年
九
月
十
五
日
、
出
雲
地
区
Ｂ
Ｂ

Ｓ
会
で
は
、
出
雲
地
区
保
護
司
会
と
松

江
保
護
観
察
所
の
協
力
を
得
て
、
全
国

で
五
十
二
か
所
あ
る
少
年
院
の
一
つ
の

「
美
保
学
園
」
を
、保
護
司
さ
ん
一
名
と

四
名
の
会
員
が
視
察
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

初
め
て
の
少
年
院
視
察
と
い
う
こ
と

で
、事
前
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
は
、

高
い
外
壁
に
囲
ま
れ
、
入
口
で
警
備
の

方
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
よ
う
な
厳

重
な
警
戒
が
敷
い
て
あ
る
施
設
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
塀
は
公
園
に
あ
る
よ
う
な

腰
高
程
度
の
フ
ェ
ン
ス
で
、
学
園
へ
の

出
入
口
は
施
錠
が
し
て
な
い
、
一
見
す

る
と
少
年
院
と
い
う
罪
を
犯
し
た
子
ど

も
た
ち
が
入
っ
て
い
る
施
設
に
は
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

学
園
に
入
り
、
職
員
の
方
か
ら
説
明

を
受
け
る
う
ち
に
、「
美
保
学
園
」
が
何

故
そ
う
い
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
の

か
そ
の
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
美
保
学
園
」
は
、
家
庭
裁
判
所
の

審
判
で
少
年
院
送
致
の
保
護
処
分
を
決

定
さ
れ
た
十
四
才
か
ら
二
十
才（
原
則
）

の
少
年
が
収
容
さ
れ
る
施
設
で
、
初
等

中
等
、
特
別
、
医
療
と
大
き
く
三
つ
に

分
類
さ
れ
る
施
設
の
う
ち
、
初
等
中
等

施
設
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
も

収
容
期
間
が
六
か
月
と
短
期
の
少
年
院

の
た
め
、
厳
重
な
警
備
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

少
年
た
ち
は
、
社
会
復
帰
し
た
時
に

社
会
で
の
生
活
が
き
ち
ん
と
送
ら
れ
る

よ
う
、
三
段
階
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
少
年
た
ち
が

「
美
保
学
園
」の
近
く
に
あ
る
福
祉
施
設

へ
奉
仕
体
験
に
行
く
時
、
職
員
の
同
行

も
な
く
、
一
人
で
自
転
車
に
乗
っ
て
出

か
け
て
い
く
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
が
で
き
る
の

は
、
少
年
に
対
す
る
職
員
の
信
頼
感
と

共
に
、
福
祉
施
設
や
地
域
住
民
の
理
解

と
信
頼
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
「
美
保
学
園
」
で
は
少

年
た
ち
に
対
す
る
信
頼
感
の
他
に
、
家

族
を
信
頼
す
る
と
い
う
大
切
な
取
組
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
出
院
間
近
の
少
年
と
そ
の

家
族
に
使
用
が
許
さ
れ
る
施
設
が
同
一

敷
地
内
に
あ
り
、
建
物
と
し
て
は
完
全

に
独
立
し
た
家
庭
寮
の
存
在
で
す
。
こ

こ
に
は
、
風
呂
や
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
設

備
が
あ
り
、
家
庭
と
同
じ
よ
う
な
時
間

が
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し

た
。家

庭
寮
は
、
職
員
の
監
視
下
に
は
な

く
、
家
族
だ
け
で
時
間
が
過
ご
せ
、
家

庭
の
絆
を
取
り
戻
す
第
一
歩
と
し
て
活

用
さ
れ
る
そ
う
で
、
一
緒
に
食
事
を
し

「
美
保
学
園
」
の
取
組
か
ら
学
ん
だ
今
後
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動

出
雲
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

副
会
長　

春

日

智

徳

た
り
、
中
に
は
一
緒
に
風
呂
に
入
っ
て

背
中
を
流
し
あ
う
家
族
も
あ
る
そ
う
で

す
。こ

の
よ
う
な
取
組
は
、
仮
に
逃
走
で

も
さ
れ
れ
ば
大
き
な
社
会
問
題
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
そ
う
い
っ
た
リ
ス
ク
を

懸
念
す
る
の
で
は
な
く
、
少
年
や
家
族

に
対
す
る
「
あ
な
た
た
ち
を
信
頼
し
て

い
ま
す
」と
い
う
、職
員
か
ら
の
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
終
え
て
、
私
た
ち

も
一
人
ひ
と
り
が
同
じ
人
間
で
、
兄
弟

で
も
あ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
彼
ら
に
接

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、彼
ら
が
地
域
に
帰
り
、普
通
に
暮
ら

せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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出
雲
地
区
保
護
司
会
だ
よ
り
第
十
七
号　
　

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
発
行　
　

出
雲
地
区
保
護
司
会　
　

事
務
所

：

出
雲
市
小
山
町
5
5
2
番
地　

電
話
2
2 

│ 

7
1
9
0

松
江
地
方
裁
判
所
松
岡
佑
美
判
事

補
に
、少
年
審
判
に
つ
い
て
執
筆
を
お

願
い
し
ま
し
た
。裁
判
官
の
立
場
か
ら

罪
を
犯
し
た
少
年
と
の
向
き
合
い
方

や
再
発
防
止
の
た
め
に
重
要
な
こ
と

な
ど
お
考
え
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
安
田
公
臣
）

◎
退　

任

成
相　

教
専
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湖
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平
成
二
十
四
年
一
月
六
日
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妹
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昭
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高
松
）

荒
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經
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（
灘
分
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年
三
月
五
日
付
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長
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禅
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平
成
二
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五
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付
）

◎
新　

任

石
川　

潤
子
（
塩
冶
）

山
本　

孝
司
（
高
松
）

濱
村　

芳
文
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平
成
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四
年
六
月
一
日
付
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園
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◎  

部
長　

○  

副
部
長

広
報
部
会
編
集
委
員

近
年
、
社
会
を
震
撼
さ
せ
る
よ
う
な

犯
罪
が
相
次
い
で
発
生
し
、
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
予
防
す
る
に

は
、
地
域
社
会
か
ら
犯
罪
に
陥
る
者

が
出
な
い
よ
う
に
環
境
を
浄
化
す
る
な

ど
、
犯
罪
予
防
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。一
方
、犯
罪
に
陥
っ
た
者

が
再
犯
を
し
な
い
よ
う
保
護
や
指
導
を

す
る
こ
と
も
特
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

矯
正
施
設
か
ら
釈
放
に
な
っ
た
者
が
、

再
び
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
温

か
く
迎
え
入
れ
て
、
職
業
や
住
居
確
保

に
つ
い
て
助
言
や
援
助
を
行
う
な
ど
し

て
更
生
へ
の
自
覚
を
促
進
し
、
安
定
し

た
生
活
に
つ
か
せ
善
良
な
社
会
の
一
員

と
し
て
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
、
社
会
全

体
と
し
て
極
め
て
重
要
な
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
に
は
、
社
会
奉
仕
の

熱
意
と
人
間
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
島

根
県
下
お
よ
そ
五
〇
〇
人
の
保
護
司
並

び
に
更
生
保
護
関
係
の
機
関
・
団
体
で

あ
る
島
根
更
生
保
護
会
、
島
根
県
更
生

保
護
女
性
会
員
、島
根
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
、

島
根
県
協
力
事
業
主
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島

根
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構
の
人
た
ち

が
日
夜
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
り
、
犯
罪
前

歴
者
や
非
行
青
少
年
の
更
生
保
護
に
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
明
る
い

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

更
生
保
護
事
業
に
は
種
々
の
施
策
が
講

ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
出
来
な
い

仕
事
で
あ
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
理
解
あ
る
協
力
者

を
社
会
に
求
め
、
物
心
両
面
に
亘
る
ご

支
援
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

島
根
保
護
観
察
協
会
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
県
下
に
お
け

る
犯
罪
予
防
並
び
に
保
護
司
活
動
等
の

充
実
発
展
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

左
記
の
会
費
を
納
入
い
た
だ
き
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。普

通
会
員　

年
額　

一
千
円
以
上

協
力
会
員　

年
額　

三
千
円
以
上

賛
助
会
員　

年
額　

五
千
円
以
上

特
別
会
員　

年
額　

一
万
円
以
上

名
誉
会
員　

年
額　

十
万
円
以
上

更
生
保
護
法
人
島
根
保
護
観
察
協
会

理
事
長　

溝
口　

善
兵
衛

お
礼
と
お
願
い

出
雲
地
区
で
は
、昨
年
度
、約
千

九
百
名
の
皆
さ
ま
に
観
察
協
会
に

ご
加
入
の
う
え
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
も
、
引
き
続
き
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

出
雲
地
区
保
護
司
会

会
長　

坂
本
圭
祥

お
知
ら
せ

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
ず
も
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、本

年
二
月
十
七
日
、今
後
の
活
動
継
続
が

困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
解
散
さ

れ
ま
し
た
。

出
雲
地
区
保
護
司
会


